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表 1 分析対象とした世代と実習生数･実習同数 のべ実習人数2481人
世代 Ⅰ 期 Ⅱ 期 Ⅲ 期
入学期生 1 期 2 期 5 期 6 期 9 期 10期
実習年月 81.ll 82.6 82.ll83.6 85.ll86.6 86.ll 87.6 89.ll90.6 90.ll 91.6
実習菌数 51 55 53 59 62 56 54 55 54 64 59 69
実習人数 121 121 115 112 108 107 116 116 128 128 139 137
世代 Ⅳ 期 Ⅴ 期
入学期生 13期 14期 18期 19期
実習年月 93.ll 94.6 94.ll95.6 98.ll99.6 99.ll 00.6
実習園数 66 70 63 70 70 66 70 66




















に類別した (表2)｡｢基本的生活習慣 ･マナー｣(以下 ｢生活習慣｣と略記)の分野は､
実習で求められる規範や生活習慣･礼儀､保育以外の職務遂行などを包括する｡｢子ども
との関わり･理解 ･遊び｣(以下 ｢子どもとの関わり｣)は､園児との遊びや関わりの様




















































































応能力が中心であり､｢事前準備 ･保育技能｣(以下 ｢準備 ･技能｣)は保育実践の基盤と
なる諸技能や準備状況を含んでいる｡｢実習態度 ･基本的資質｣(以下 ｢態度･資質｣)は､















Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 Ⅴ期
11月実習 20478.6 2129 2560 2461 22858.729.50 9.59 9.43
60.5% 59.9% 58.9% 60.5% 57.8%
6月実習 2231 2306 26109.85 2516 22669.58 10.34 9.83 8.92
63.2% 64.9% 63.3% 63.0% 58.5%
実習全体 42789.12 4435 51709.2 4977 4551
9.92625% 9.63 8.825 1%
上段:指摘総数､中段:1人当たりの指摘数､下段:肯定的指摘の割合
































指摘分野 Ⅰ 期 Ⅱ 期 Ⅲ 期 Ⅳ 期 Ⅴ 期
% 順位 % 順位 % 順位 % 順位 % 順位
基本的生活習慣 17.3% 1 17.3% 1 18.2% 1 22.5% 12 17.5%20 2
子どもとの 148% ｢ 3 165% 2 169% 2 16.7% 2 17.6% 1
関わり. 182% r 2 208% l 1 213% l 1 217% ' 1 一一一一一十一一一一230% F l
理解.遊び 9.4% l 6 9.3% ' 6 9.8% 1 5 8.6% l 5 10.0% r 4
観察力. 54% 9 50% 9 4.3% ; 9 4.5% 9 34% ; 9
自己表現力 10.1%69 5 9.5% 6 8.5% 6 8.3% 6 9.7%53 6883 ■ 5 67 - 57 ■ 7
指斗案の立て方 8.2%54 79 7.9% 7 7.9% 7 8.4% 7 8.0% 75 - 65 77 ' 6 66 1 6
反省や考 9.7% l 6 10.0% 5 10.5% ; 5 10.3% 5 105% ; 5
7.4% 8
実践的 12.2% 4 140% : 3 136% 3 153% 3 159% ; 3
事前準備保育技能 7.2% 8 6.1% 8 7.6% i 8 6.4% : 8 6.1% l 883 7 70 7 9 6 77 7 72 7
実習態度･基本的 15.2% 2 13.6% 4 12.3% 4 ll.6% 4 ll.4% 4
上段:指摘総数の%､順位 中段:肯定的指摘数の%､順位 下段:否定･指導的指摘数の%､順位
は変化はないが､Ⅲ期以降､肯定的評価が減少 し､否定 ･指導的指摘が増加 しているこ
とからすれば､この資質に対する期待と学生の力量とにズレが生 じていることがわかる｡








































指摘分野 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 Ⅴ期
基本的生活習慣.マナー -1.5% -0.9% 0.7% -0.2% -1.4%
子どもとの関わり.理解.遊び 0.7% -3.7% -0.9% -1.2% 二 i:3%
観察力.日誌や配線の吉己載 -2.3% -2.6% -0.9% -0.9% -0.4%
自己表現力 -0.1% -1.8% -0.9% 0.2% 0.1%-0.4%指導案の立て方.霊き方 06 5 5
反省や考察.研究の姿勢 0.2% 0.7% -0.5% 0.7% 0.3%
実践的指導能力 2.9% 1.4% 1.0% 0.8% 0.5%
















指摘項目 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 Ⅴ期
7 清掃美化.環境整備 34.6% 29.9% 28.6% 28.8% 26.7%
6 気づき.気配り 16.6% 18.6% 18.3% 17.2% 19.8%
4 挨拶.言葉づかい 10.0% 15.0% 13.8% 17.8% 17.6%
2 提出物の提出状況等 17.1% 17.4% 20.0% 17.2% 16,9%
























指摘項目 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 Ⅴ期
17 子ども-の積極的な関わり 32.5% 29.6% 27.4% 29.8% 31.4%
21子ども-の共感的理解.目線 12.9% 14.3% 13.4% 13.7% 15.0%
182pO-遊びの姿.場面 14.0% 12.8% 14.2% 13.0% 14.1%多くの子どもとの関わり.遊び 54 71 85 84 04
14 子どもの反応.受け入れの様子 14.2% 12.8% 14.2% ll.8% 8.6%
表8 ｢実践的指導能力｣の主な項目の指摘の推移
指摘項目 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 Ⅴ期
42 適切な言葉がけとその工夫 17.1% 16.9% 17.8%55 18.8% 16.9%3 落ち着いた対応.臨機応変さ 69 2 24 32
46過度の緊張.とまどい.不安 9.6% ll.6% 12.2% 12.1% 12.2%
48 活動のまとまり.全体的指導 10.0% 5.8% 6.8% 7.9% 8.3%
(4)｢実習態度 ･基本的資質｣の分野 (表 9)
この分野は指摘総数割合で徐々に低下している｡項 目別では､｢まじめ ･一所懸命さ･
ひたむきさ｣が各世代とも最も重視されている｡次に ｢積極性 ･やる気 ･前向きな姿勢｣､








指摘項目 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 Ⅴ期
67 まじめ.一所懸命さ.ひたむきさ 33.3% 35.0% 35.6% 34.8% 32.6%
62 積極性.やる気.前向きな姿 20.3% 21.8% 18.7% 19.4% 25.3%
60 自分白身-の自信 6.3% 5.8% 7.7% 6.4% 13.1%
66 向上心.保育-熱意 12.3% ll.7% ll.1% 14.9% 8.5%












指摘項目 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 Ⅴ期
36 反省点の生かし方.生かす態度 26.0% 31.5% 29.0% 32.8% 26.5%
37研究心.研究的姿勢 28.6% 21.8% 26.4% 19.9% 19.3%
35 指導者の助言の受け入れ 16.8% 19.6% 18.0% 14.6% 16.8%
38 疑問や自己の課題の発見 15.1% 13.5% 14.9% 17.6% 14.5%













指摘項目 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅱ期 Ⅳ期 Ⅴ期
27 声の大きさ.話し方.発声法 30.9% 28.9% 30.1% 29.5% 30.5%
26 元気さ.活発さ.明るさ 38.7% 39.8% 34.2% 33.9% 29.2%



































(5)掛塚芳子 ･矢上克己 ･中沢保生 ･西山薫 『保育者養成とライフコースに関する研究 (第
3報)』(清泉女学院短期大学幼児教育科共同研究報告書､1996.3)｡本調査は上記の第1
次調査回答者から幼稚園 ･保育所従事者300名を抽出した調査である｡
(6)観点別 ･段階評価では ｢保育者の資質｣はとらえにくいとして自由記述欄の記述分析を
試みている研究には､例えば大西道子 ｢保育者の資質に関する一研究一幼稚園実習と保
育園実習の評価総評の分析-｣(日本保育学会第53回大会研究論文集､2000年5月)があ
る｡
(7)長野市を中心とする北信地域に所在する保育者養成3校は､地元の私立幼稚園協会加盟
園をはじめ長野県下の幼稚園の全面的な協力をえて､ほぼ共通の実習形態､日誌 ･指導
案､評価票をもって実習を実施してきた｡
(8)この傾向は6月実習も同様であり､肯定的評価はⅢ期6.3%､Ⅴ期5.6%､否定 ･指導的評
価はⅢ期11.1%､V期15.6%となっている｡
